
界面活性剤 (5% 　直鎖アルキルベンゼンスルホン酸
ナトリウム )、泡調整剤、キレート剤

バスマジックリン
泡立ちスプレー

お風呂用洗剤

（花王）

脂肪酸アミドプロピ
ルベタインは、皮膚
や目に対する刺激性
が弱い。また、化学
構造を見る限り、比
較的分解されやすい
と考えられるため、使
うなら、こっち。

（ライオン）
おふろのルック

直鎖アルキルベンゼン
スルホン酸ナトリウム
は、現在使用されてい
る合成界面活性剤の
中で毒性がもっとも強
い。そのため、使って
はダメ。

使う
こっち
なら、

洗
剤

こっち
は、

ダメダメ
界面活性剤 (9% 脂肪酸アミドプロピルベタイン )、
泡調整剤、金属封鎖剤

よく耳にする合成界面活性剤だけど
種類で危険度が違うことを知っていましたか？

毒性が強く、人が誤飲すると、量
によっては死亡する可能性があ
る。過去の動物実験では、催奇形
性 ( 胎児に障害をもたらす毒性 )
を疑わせる結果が得られている

界面活性剤の一種。皮
膚や目に対する刺激性
が弱いのが特徴。また、
化学構造を見る限り、
環境汚染も起こしにく
いと考えられる

これらには刺激性の心
配があるため、直接皮
膚に付着しないように
注意
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お風呂用ティンクル
（大日本除虫菊）

酢酸は、お酢の成分であり、安全性は高い。また、界面活性剤のアルキ
ルベタインは、皮膚や目に対して、低刺激性のものなのでOK。

酢酸（1.5%）、界面活性剤（アルキルベタイン）、キレート剤、溶剤

オールマイティー おふろ洗剤
（ミツエイ）

【おふろのルック】と同様、合成界面活性剤の直鎖アルキルベンゼンスル
ホン酸塩が使われている。これは、毒性が強く環境汚染を起こしやすい。

界面活性剤（5%直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩）、泡調整剤、キレート剤
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お
風
呂
用
洗
剤

お
風
呂
の
浴
槽
は
湯
垢
が
つ
き
や
す
く
、
い
っ
た
ん
つ
い
て
し
ま
う
と
な
か

な
か
落
ち
に
く
い
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
こ
ま
め
に
洗
う
必
要
が
あ
る
の
で

す
が
、
た
だ
ス
ポ
ン
ジ
で
こ
す
っ
て
い
て
は
重
労
働
で
す
。

そ
こ
で
、
お
風
呂
用
洗
剤
が
よ
く
使
わ
れ
る
の
で
す
が
、
使
う
場
合
は
、
で

き
る
だ
け
皮
膚
に
対
し
て
刺
激
性
が
弱
く
、
環
境
汚
染
を
引
き
起
こ
し
に
く
い

も
の
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、【
お
ふ
ろ
の
ル
ッ
ク
】
に
使
わ
れ
て
い
る
直
鎖
ア
ル
キ
ル
ベ
ン

ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
略
称
L
A
S
）
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
合
成
界
面
活
性
剤
の
中
で
は
、
毒
性
が
も
っ
と
も
強
い
も
の
で
、
人
が
誤
飲

す
る
と
、
量
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
皮
膚
に

対
し
て
刺
激
性
が
あ
り
、
過
去
の
動
物
実
験
で
は
、
催さ

い
き
け
い
せ
い

奇
形
性
（
胎
児
に
障
害

を
も
た
ら
す
毒
性
）
を
疑
わ
せ
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
河
川
や
湖
沼
に
流
れ
込
ん
だ
場
合
、
水
質

汚
染
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
魚
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
に
も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ

し
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
に
流
れ
込
ん
で
、
下
水
処
理
場
に

行
き
着
い
た
場
合
で
も
、
汚
染
物
質
で
あ
る
有
機
物
を
分
解
す
る
微
生
物
の
生

息
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
心
配
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
L
A
S
を
ふ
く
む
洗
剤
製
品
は
、
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

一
方
、【
バ
ス
マ
ジ
ッ
ク
リ
ン 

泡
立
ち
ス
プ
レ
ー
】
に
使
わ
れ
て
い
る
界
面

活
性
剤
の
脂
肪
酸
ア
ミ
ド
プ
ロ
ピ
ル
ベ
タ
イ
ン
は
、
皮
膚
や
目
に
対
す
る
刺
激

性
が
弱
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
化
学
構
造
を
見
る
限
り
、
比
較
的
分
解
さ
れ
や
す
い
と
見
ら
れ
、
環

境
汚
染
も
起
こ
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
ほ
か
に
泡
調
整
剤
や
金
属
封
鎖
剤
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
か
、
液

だ
れ
な
ど
で
手
に
付
着
す
る
と
、
多
少
刺
激
を
感
じ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。



無添加 食器洗いせっけん

台所用洗剤

（ミヨシ石鹸）

合成界面活性剤を
使っておらず、成分
は脂肪酸カリウムだ
けで作られている。
手が荒れて困ってい
るお母さんには、とく
にオススメの製品。

（P&G）
ジョイ

アルキルエーテル硫酸
エステルナトリウム以
外に、2 種類の合成
界面活性剤がふくまれ
ている。そのため、使
わない方が無難。

使う
こっち
なら、

洗
剤

こっち
は、

ダメダメ
純石けん分 (28%　脂肪酸カリウム )界面活性剤 (32% アルキルエーテル硫酸エステルナト

リウム、アルキルアミンオキシド、ポリオキシエチレン
アルキルエーテル )、安定化剤、粘度調整剤

手荒れで困っている人は合成界面活性剤に注目！
入ってないものを選べば悩みが解消するかも！！

合成界面活性剤のひとつ。
刺激性があり、肌がヒリヒ
リ傷んだりする

皮膚に対する刺激が弱く、
毒性はほとんどなし
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ヤシノミ洗剤
（サラヤ）

原料は天然由来でも、ふくまれているのは合成界面活性剤のアルキル
エーテル硫酸エステルナトリウムなので、皮膚に刺激を覚える心配あり。

界面活性剤（20%、アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム、アルキルベタイン）、安定剤

キュキュット
（花王）

合成界面活性剤が 4種類もふくまれているほか、除菌剤も入っている
ため、かなり手の皮膚に刺激を感じたり、痛みを覚える心配がある。

界面活性剤（43%、高級アルコール系（陰イオン）、アルキルヒドロキシスルホベタイン、アルキル
グルコシド、アルキルグリセリルエーテル）、安定剤、除菌剤
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台
所
用
洗
剤

「
台
所
用
洗
剤
を
使
う
と
手
が
荒
れ
る
」
と
い
う
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ゴ
ム
手
袋
な
ど
を
し
て
、
食
器
を
洗
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

で
は
、
な
ぜ
手
が
荒
れ
る
か
と
い
う
と
、
合
成
界
面
活
性
剤
が
、
皮
膚
の
細

胞
に
作
用
し
て
、
た
ん
ぱ
く
質
を
変
性
さ
せ
る
か
ら
な
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

刺
激
を
感
じ
た
り
、
ヒ
リ
ヒ
リ
傷
ん
だ
り
す
る
の
で
す
。

【
ジ
ョ
イ
】
に
は
、
合
成
界
面
活
性
剤
の
ア
ル
キ
ル
エ
ー
テ
ル
硫り

ゅ
う
さ
ん酸エ
ス
テ
ル

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
ほ
か
に
、2
種
類
の
合
成
界
面
活
性
剤
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、【
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
】
に
も
、
や
は
り
ア
ル
キ
ル
エ
ー
テ
ル
硫
酸
エ
ス

テ
ル
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
製
品
は
、
ヤ
シ
の
実
を
原
料

に
作
ら
れ
、「
自
然
に
や
さ
し
い
」
こ
と
を
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
い
く
ら
原

料
に
天
然
の
も
の
を
使
っ
て
い
て
も
、
最
終
的
に
作
ら
れ
る
も
の
は
、
石
油
か

ら
作
ら
れ
た
も
の
と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
皮
膚
に

対
す
る
影
響
も
同
じ
な
の
で
す
。

一
方
、【
キ
ュ
キ
ュ
ッ
ト
】
の
場
合
、「
高
級
ア
ル
コ
ー
ル
系
（
陰
イ
オ
ン
）」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
実
際
に
は
ア
ル
キ
ル
エ
ー
テ
ル
硫
酸
エ
ス
テ
ル

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
こ
と
で
あ
り
、【
ジ
ョ
イ
】
や
【
ヤ
シ
ノ
ミ
洗
剤
】
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、【
無
添
加 

食
器
洗
い
せ
っ
け
ん
】
の
場
合
、
合
成
界
面

活
性
剤
が
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
成
分
は
「
脂
肪
酸
カ
リ
ウ
ム
（
カ
リ
石
け
ん
）」

の
み
で
す
。
脂
肪
酸
カ
リ
ウ
ム
は
、油
を
構
成
す
る
脂
肪
酸
に
カ
リ
ウ
ム
（
K
）

を
結
合
さ
せ
た
も
の
で
、
皮
膚
に
対
す
る
刺
激
が
弱
く
、
毒
性
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
然
界
で
も
分
解
さ
れ
や
す
い
た
め
、
河
川
や
湖
沼
を
汚

染
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
す
。

「
手
が
荒
れ
て
困
る
」
と
悩
ん
で
い
る
方
は
、
そ
れ
ま
で
の
台
所
用
洗
剤
を
や

め
て
、
一
度
【
無
添
加 

食
器
洗
い
せ
っ
け
ん
】
を
使
っ
て
み
る
こ
と
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。



キッチン用洗浄剤

水回り用ティンクル
（大日本除虫菊）

お酢の成分である酢
酸は安全性に問題な
し。界面活性剤・ア
ルキルベタインも、
皮膚や目に対して、
低刺激性のものなの
でOK。

（ユニリーバ・ジャパン）
ジフクリームクレンザー

直鎖アルキルベンゼン
スルホン酸塩は、現
在使用されている合成
界面活性剤の中で毒
性がもっとも強い。そ
のため、避けた方が無
難といえる。

使う
こっち
なら、

洗
剤

こっち
は、

ダメダメ
酢酸 (1.5%)、界面活性剤 ( アルキルベタイン )、キレー
ト剤、溶剤

けんま剤 (20%)、界面活性剤 (9% 直鎖アルキルベン
ゼンスルホン酸塩 )、泡調整剤、分散剤

イヤな汚れをスッキリきれいに！
安心して使えるキッチン用洗浄剤は、どれ？

毒性が強く、人が誤って
飲んでしまうと、量に
よっては死亡する可能性
もある

皮膚や目に対して低刺激性の界面
活性剤。また、環境への負荷も少
ないと考えられる
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ニューホーミングクレンザー
（花王）

この製品にも、直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩が使われている。手
荒れを起こし、環境への悪影響なども考えられるのでオススメできない。

研磨剤（91%）、界面活性剤（5%直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩）、安定化剤
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毒
性
）
を
疑
わ
せ
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
の
な
い
地
域
で
は
、
河
川
や
湖
沼
に
直
接
流
れ
込
ん
だ
場
合
、

分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
水
質
汚
染
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
下
水
道
の
あ
る
地
域
で
も
、
下
水
を
通
っ
て
下
水
処
理
場
に
行
き

着
い
た
場
合
、
下
水
を
浄
化
す
る
役
目
を
果
た
し
て
い
る
微
生
物
の
生
息
に
悪

影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、
L
A
S
を
ふ
く
む

洗
剤
製
品
は
、
で
き
る
だ
け
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、【
水
回
り
用
テ
ィ
ン
ク
ル
】
に
使
わ
れ
て
い
る
酢
酸
は
、
ご
承
知
の

よ
う
に
お
酢
の
成
分
で
す
。
お
酢
に
は
殺
菌
力
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
酢
酸

の
作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。
酢
酸
は
、
私
た
ち
が
日
頃
か
ら
摂
取
し
て
い
る
物

質
な
の
で
、
安
全
性
は
高
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
界
面
活
性
剤
の
ア
ル
キ
ル
ベ
タ
イ
ン
は
、
皮
膚
や
目
に
対
し
て
、
低

刺
激
性
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
化
学
構
造
を
見
て
み
る
と
、

分
解
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
、
河
川
や
湖
沼
へ
の
影
響
も
少
な
い
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

キ
ッ
チ
ン
用
洗
浄
剤

キ
ッ
チ
ン
の
流
し
台
や
蛇
口
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
汚
れ
を
落
と
す
の
は

な
か
な
か
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
れ
ら
の
汚
れ
を
落
と
す
洗
剤
と
し
て
売
ら
れ
て
い
る
の
が
ク
レ

ン
ザ
ー
で
、
そ
の
代
表
格
が
【
ジ
フ
ク
リ
ー
ム
ク
レ
ン
ザ
ー
】
で
す
。

た
だ
し
、
オ
ス
ス
メ
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
研
磨
剤
の
ほ

か
に
合
成
界
面
活
性
剤
の
直
鎖
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
が
入
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
直
鎖
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
ス
ル
ホ
ン
酸
塩
（
略
称

L
A
S
）
は
、現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
合
成
界
面
活
性
剤
の
中
で
、毒
性
が
も
っ

と
も
強
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、子
ど
も
な
ど
が
誤
っ
て
飲
ん
で
し
ま
う
と
、

量
に
よ
っ
て
は
死
亡
す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
過
去
の
動
物
実
験
で
は
、
催さ

い
き
け
い
せ
い

奇
形
性
（
胎
児
に
障
害
を
も
た
ら
す



フマキラー キッチン用
アルコール除菌

キッチン除菌剤

（フマキラー）

主成分の発酵エタ
ノールも、そのほか
の成分も天然のもの
だから、安心して使う
ことができる。その
ため、使うなら、こっ
ち。

（花王）
キッチン泡ハイタ―

次亜塩素酸ナトリウム
や水酸化ナトリウムな
ど、危険な成分がふく
まれている製品。体に
悪影響があるかもしれ
ないので、こっちはダ
メ。

使う
こっち
なら、

洗
剤

こっち
は、

ダメダメ
発酵エタノール、グレープフルーツ種子抽出物、緑茶
抽出物

次亜塩素酸ナトリウム ( 塩素系 )、界面活性剤 ( アル
キルエーテル硫酸エステルナトリウム )、水酸化ナトリ
ウム

「清潔なキッチン」だけじゃなく、
「安全な暮らし」も大切じゃありませんか？

強い毒性があり、水で薄め
てあっても、手についたり、
目に入ったりすると、激し
い痛みをともなう

目に入ると、角膜が溶
ける心配がある

ビールや日本酒などにもふくまれ
ている成分で、問題なし
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キッチンハイタ―
（花王）

成分は、【キッチン泡ハイタ―】と同じであり、同様に「まぜるな危険」
の文字がある。混ぜなくても危険性が高いので、使ってはダメ。

次亜塩素酸ナトリウム（塩素系）、界面活性剤（アルキルエーテル硫酸エステルナトリウム）、水酸化
ナトリウム（アルカリ剤）

キッチンブリーチ
（カネヨ石鹸）

酸性の洗浄剤と混ざると、猛毒の塩素ガスが発生する。ただ、混ぜなく
ても危険性は高く、目に入ると強い痛みをともない、傷つける心配がある。

次亜塩素酸ナトリウム（塩素系）、界面活性剤（アルキルアミンオキシド）、アルカリ剤
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こ
れ
ま
で
の
実
験
で
、
マ
ウ
ス
（
ハ
ツ
カ
ネ
ズ
ミ
）
に
対
し
て
、
体
重
1
㎏

あ
た
り
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
0
・
0
1
2
g
経
口
投
与
し
た
と
こ
ろ
、

半
数
が
死
亡
し
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
推
定
さ
れ
る
ヒ
ト

致
死
量
は
わ
ず
か
茶
さ
じ
一
杯
な
の
で
す
。

【
キ
ッ
チ
ン
泡
ハ
イ
タ
ー
】
の
場
合
、
水
な
ど
で
薄
め
て
ボ
ト
リ
ン
グ
し
て
い

ま
す
か
ら
、毒
性
は
ず
っ
と
弱
ま
っ
て
い
ま
す
が
、手
に
つ
い
た
り
、目
に
入
っ

た
り
す
る
と
、
激
し
い
痛
み
を
と
も
な
い
ま
す
（【
キ
ッ
チ
ン
ブ
リ
ー
チ
】
の

主
成
分
も
、
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
の
で
、
同
様
の
危
険
性
が
あ
る
）。

ま
た
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
も
入
っ
て
い
る
た
め
、
目
に
入
る
と
、
角
膜
が

溶
け
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
は
、
た
ん
ぱ
く
質
を
溶
か

す
作
用
が
あ
る
か
ら
で
す
。

一
方
、【
フ
マ
キ
ラ
ー 

キ
ッ
チ
ン
用
ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
】
の
場
合
、
主
成
分

は
発
酵
エ
タ
ノ
ー
ル
で
あ
り
、
こ
れ
は
ビ
ー
ル
や
日
本
酒
な
ど
に
も
ふ
く
ま
れ

て
い
る
の
で
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
成
分
も
天
然
の
も
の
な
の
で
、

安
心
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
除
菌
剤

【
キ
ッ
チ
ン
泡
ハ
イ
タ
―
】
の
ボ
ト
ル
に
は
、「
ま
ぜ
る
な
危
険
」
と
黄
色
と

赤
の
文
字
で
大
き
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
酸
性
の
洗
浄
剤
と
一
緒
に（
混
ぜ
て
）

使
う
と
、
猛
毒
の
塩
素
ガ
ス
が
発
生
す
る
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
、【
キ
ッ
チ

ン
泡
ハ
イ
タ
ー
】
の
主
成
分
で
あ
る
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
、
塩
酸
な
ど

の
酸
性
の
成
分
と
混
ざ
る
と
、
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
塩
素
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

る
の
で
す
。

過
去
に
は
、
徳
島
県
や
長
野
県
な
ど
で
、
実
際
に
塩
素
ガ
ス
が
発
生
し
て
、

死
亡
事
故
に
い
た
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
事
件
後
、「
ま
ぜ
る
な
危
険
」と
大
き
く
表
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

塩
素
ガ
ス
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
で
も
、

【
キ
ッ
チ
ン
泡
ハ
イ
タ
―
】
は
、
混
ぜ
な
く
て
も
危
険
な
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
自
体
に
強
い
毒
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。


